
国内の農業⽣産の増⼤
⾷料⾃給⼒の確保

⾷料の安定的な供給
⾷料安全保障の確保

⼈

⾷料・農業・農村基本計画で定める⽬標・KPIについて（⼀覧②） 参考資料１

・2030年に向けて順調に推移しているものは⻘字
・2030年に向けてより⼀層の取組が必要なものは⾚字

※１:基準値は⾷料・農業・農村基本計画による
※２:最新値は原則として2025年(年度)、それ以外は個別に記載

サスティナブルな農業構造

＜⽬標＞ ＜ＫＰＩ＞

農地の確保農地

農薬の安定供給の確保
種苗の安定供給の確保
飼料の備蓄の確保

⽣産性の向上
（労働⽣産性・⼟地⽣産性）

地域の⽅針策定に参画する⼥性農業者の割合

農業分野における⽣産年齢⼈⼝(15〜64歳)
のうち49歳以下のシェア

販売⾦額に占める主業経営体+法⼈等団体経営体シェア
担い⼿への農地集積率

農業⽔利施設の機能が保全され、
農業⽤⽔が安定的に供給されている農地⾯積の割合

農⽤地区域内の農地⾯積⽬標の達成状況

防災対策を講じる優先度が⾼い防災重点農業⽤ため池における防
災⼯事の着⼿割合

⽣産コストの低減

⽔稲作付⾯積15ha以上の経営体の⾯積シェア
⼤区画化等の基盤整備の実施地区における
担い⼿の⽶⽣産コストの労働費削減割合
スマート農業技術を活⽤した⾯積の割合
スマート農業技術活⽤促進法の開発供給の促進の
⽬標に掲げる技術の実⽤化割合
スマート農機の出荷台数割合
サービス事業者の経営体数
⽀援対象スタートアップの売上額

品⽬ごとの単収

りん安、塩化加⾥の備蓄状況

リンの国内資源利⽤割合

防除ニーズに対応した新規農薬の登録数

飼料穀物の備蓄量
稲、⻨、⼤⾖の国産種⼦需要に対する供給率

基準値※１ 最新値※２ 2030年⽬標
54.3 53.8 63.5(全産業並) （％）
14.0 14.8 30

（％）

84.1 82.9 90 （％）

60.4 62.1 70 （％）

396.7 394.3 392.5 （万ha）

100 100 100 （％）

約5割 約６割 ９割以上

10,400 11,251 9,300

（円/60kg）

約３割 約3.5割 ５割
ー 約６割 6割(現状⽐)

約20 約26 50 （％）

ー 約31 100 （％）

25 32 50 （％）

5,701 6,316 7,900 （経営体）

ー 0.5 3,600 （億円）

25 30 40 （％）

ー 2.4 ３
（か⽉分）

31 23 30 （件）

100 100 100 （％）

ー 100 100 （万t）

4.8 4.7 4.8

49歳以下の担い⼿数
（万⼈）

47 50 86
基準値※１ 最新値※２ 2030年⽬標

（t／経営体）

１経営体当たりの⽣産量

427 424 412
基準値※１ 最新値※２2030年⽬標

（万ha）

農地⾯積

基準値※１ 最新値※２ 2030年⽬標

（円／60kg）

⽣産コストの低減

11,350 10,807 9,500
⽶（15ha以上の経営体）:

8,638 8,722 2割減(現状⽐)

20,087 17,928

⼩⻨:

⼤⾖:

9.6 11.2 20
1.4 4.0 10

農業委員:
農協役員:
⼟地改良区理事:

⼩⻨(⽥):
7,700 7,540 6,200⼩⻨(畑):
22,800 21,493 18,000⼤⾖(⽥):
16,700 14,180 14,600⼤⾖(畑):

15,944 15,796 13,000⽶(全体):

多収化や⾼温耐性などに資する品種の育成 ー 5 35 （品種）

ー ３ ３
りん安 :
塩化加⾥:
直近5年間累計

技術

⽣産資材

基準値※１ 最新値※２2030年⽬標

(2024年)

(2024年)

(2024年)

(2024年)

(2024年)

(2024年)

(2024年)

(2024年)

(2024年)

(2023年度)

ー ５ 35 （品種）

68 69 78 （％）

ー 54 1,000 （件）

６ 24 47 （都道府県）

ー 24 100 （件）

148 167 212 （件）

農産物の付加価値の向上

多収化や⾼温耐性などに資する品種の育成

⾷品等の持続的な供給を実現するための⾷品事業者による取組数
地域資源を活⽤して付加価値額向上に取り組む事業体の割合

「みえるらべる」のついた商品が通年購⼊可能な店舗等がある都道府県数

GIの登録件数

知的財産を保護・活⽤し、農産物等の付加価値向上等に取り組ん
だ優良事例の数

(2024年度)

肥料の安定供給の確保

2割減(現状⽐)

(2024年度)


